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   表彰等に関する訓令の運用方針について（通達） 

 

 

 標記について、別紙のとおり実施されたい。 

 なお、陸幕人教第３５６号（３１．４．２６）は廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類：別紙 

殿 

（例規２５） 
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表彰等に関する訓令の運用方針 

 

１ 賞詞の授与数 

 (1) 当該年度における陸上自衛隊全体の第３級、第４級及び第５級賞詞（第

３号の規定により授与する賞詞を除く。）の授与数は、４月１日現在の階

層ごとの基本所属人員（注）に対し、下表の賞詞授与率を乗じた数を合計

したものとし、端数は切り捨てる。 

区 分 第３級賞詞 第４級賞詞 第５級賞詞 

幹 部 ３．２９％ ７．２０％ １１．２５％ 

准曹士 １．５１％ ７．２０％ １２．８６％ 

事務官等 １．７７％ ７．２０％ １２．６３％ 

  注： 基本所属人員は、当該部隊に補職又は配置指定された者（海上・航

空自衛官を含み、休職、定年後再任用及び非常勤の者を除く。）をい

う。ただし、自衛隊体育学校、自衛隊中央病院及び自衛隊地方協力本

部においては、准陸尉以下で陸上幕僚監部又は方面総監部に転入し、

同日付で当該機関に補職された者を含む。 

 (2) 当該年度における各部隊等に対する第３級、第４級及び第５級賞詞の授

与数は、陸上幕僚監部が示す。 

 (3) 事故等により死亡した隊員に授与する賞詞及び累積功績により授与する

賞詞については、第１号の規定による賞詞授与数の上限に関わらず授与す

ることができる。 

 

２ 功績の審査 

  第３級から第５級までの賞詞の授与に当たっては、単に、永年に亘り職務

に精励したことのみをもって授与するのではなく、実績主義に基づき、具体

的な功績があった場合に、その内容を厳格に審査した上で授与するものとす

る。 

 

３ 表彰実施報告 

  表彰等に関する訓令第３５条に規定される表彰実施報告において、表彰理

由概要の記述に当たっては、職務遂行や業務改善等という事項のみを記載す

るのではなく、功績が把握できるよう当該功績の内容を端的かつ明確に記述

するものとする。 

」 


